
写真図版５　出土遺物 （２）　土器
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写真図版５　出土遺物 （２）　土器
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写真図版６　出土遺物 （３）　土器 ・石器 ・骨角製品 ・貝製品
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要　約

二月田貝塚
遺物は縄文時代後期前半から平安時代の遺物が出土したが、縄文時代晩期中
葉(大洞Ｃ２式)から晩期後葉(大洞Ａ式)の遺物が多い。土偶、独鈷石、貝輪など
も出土した。

東宮貝塚

弥生時代中期の製塩遺構、古墳時代前期の炭化物集中遺構、時期不明の石
組遺構3基などを検出した。また、昭和40(1965)年に行われた塩釜女子高等学
校社会部による調査の際のトレンチの一部を再検出した。製塩遺構の埋設土内
からベンケイガイ製の装飾品が２点出土した。炭化物集中遺構で出土した炭化
物はＣ４植物である可能性が高いことが判明した。
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